
E)･lLl 新潟医学会雑誌 第 107巻 窮10号 平成 5年 10月

精度の高い方法とされている.本法により臨床的な眼球

運動の評価が精密に行えることを概説 した,交流磁場の

車で眼球 に基音 した :1(′Lに磁場 ､【了こす裾 二応 Lた誘導

電位が発生することを利周 して限後の シグナルを得るも

ので,空間約 ･時間的分解能が高 く,測定域が広く,餐

定性 や線形性に優れ,回旋が翻意できるなど,多くのメ

リッ トがある方法である.窯際的な問顧慮として,眼球

運動に侵襲を与えずに誘導コイルを密着きせることが難

しい.そこで私たちは,シきJコソを材質とLたソフトコ

を｢勺蔵させた電極を考零した.樵検打二使附した場合も

比較的藻屑感は良く,正確な眼球運動碍記録が可能であ

り,実際をこ臨床応用し良好な結果を得ている.衝動性眼

球運動については,視覚的に誘発された眼球遅動 の
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卜することでその被換藩の眼球運動の鱒性を概観するこ

とができる中S阪ewmessは比較的新しいパラメ-タ-鷲

那,緒続時間の中で最太速度に逮するまでの時間的割合

とLて算出きれ,速度パタ-ソを評価する目的に有用で

ある.追従性眼球運動については,眼球運動の測定値を

激労し速度を求め,視標速度に対せるゲインを求めるこ

とで評価できる､このようにして,疾患についてもその

眼球運動異常を麗塵約に評価で凱 各穫疾患について検

討を行っている止
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